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シンポジウムに軟Ｘ線共用ビームラインBL25SU
のユーザーとして参加させていただいた。高エネル
ギーマシンであるSPring-8では、軟Ｘ線などの長波
長ユーザーは少数派ということであろうが、ポスタ
ー発表65件のうち、軟Ｘ線関連7.5件、赤外線利用1
件の合計8.5件（13％）が長波長利用関連の報告で
あった。口頭の報告では、原研軟Ｘ線ビームライン
BL23SUと共用軟Ｘ線光化学ビームラインBL27SU
の２本の軟Ｘ線ビームラインについて準備状況が報
告された。また、30ｍ長尺挿入光源BL19ISの報告
では、超高輝度光源のSPring-8で初めて可能となる
軟Ｘ線干渉光発生が話題となり、その活用に関して
「斬新なアイデアを」とユーザー側に課題が投げか
けられた。

すでに共同利用が開始された軟Ｘ線共用ビームラ
インBL25SU関連の報告は全部で7件である。この
ビームラインは円偏光アンジュレータを光源として
おり、調整が進んでいる測定装置との関係から、今
回BL25SU利用として報告された研究対象は、ほと
んどが磁性関連のものである。今回のポスターでは、
磁気円二色性測定の結果2.5件、高分解能光電子分
光測定の結果3.5件が報告された。遷移金属元素2p
内殻吸収スペクトルの磁気円二色性測定から、Fe合
金、Mn合金などについて、それらの磁性を担う3d
電子状態の軌道角運動量とスピン角運動量を直接明
らかにすることができるようになった。高分解能光
電子測定では、これまで主流であった100eV程度の
光子エネルギー領域での比較的表面敏感な測定と対
照的に、バルクに敏感な高いエネルギー領域を高分
解能で使用できるようになり、近藤半導体の
Ce3d－4 f高分解能共鳴光電子分光などが報告され
ている。

ところで、研究交流施設（宿泊施設）から眺める
朝霧に包まれた播磨科学公園都市は仙峡である。実
際、科学文明と衝突するダイダラボッチの使い達も
数多くいるそうだ。測定の時には、そんな幽玄な景
色や自然をゆったりと味わう暇もなかった。もちろ
ん、広い実験ホールのビームライン・ユーザーは大
都市マンションの住人のようである。しかし、シン
ポジウムでは、ポスター会場で並んで発表していた
BL39XUの磁気散乱・吸収サブグループの方々との
楽しい交流もあり、このような交流を通じて、今後、
軟Ｘ線領域とＸ線領域の相補的な研究の進展が期待
された。個人的には、いつか自己紹介から「軟」の
字を外してみたいものである。また、懇親会とその
後研究交流施設のロビーで振舞われたワインに舌鼓
を打ちながら、飲み過ぎて詳しい話題が何であった
かは忘れてしまったが、面識のあるなしにかかわら
ず分野と年代を越えて教育についても話が弾んだ。
マシンタイム中は休息に使えるかどうかも怪しかっ
た施設を文字どおりに利用した有意義な一時であっ
た。

そんななか、先日テレビで見た、脳治療における
低体温療法について思い出した。これまで脳死に至
ると思われた人々がこの療法で快復する可能性があ
ること自体も重要な意味があり、脳に出入りする血
液温度の監視や脳内化学物質の活性化温度の研究な
ど、最先端の技術や研究成果も興味深かった。もう
一つ感銘を受けたのは、この療法の成功の陰に、冬
眠中の熊の体温についての研究が光っていたことで
ある。冬眠中の熊の体温がどれだけ下がったら、熊
は眠りから覚めないか？　新しい療法に取り組んで
いる医師の情熱や工夫・着眼の素晴らしさもさるこ
とながら、熊の体温に興味をもった研究があること
の素敵さ。その論文の緒言には何が書かれているの
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だろう。これを見るにつけても、短期的な効率や効
果のみが声高に叫ばれるように思われる昨今、大切
な何かが教育や学問・研究から消えつつあるのでは
ないか、と不安になる。

SPring-8における長波長利用は、メインユーザー
ではないかもしれないが、高輝度赤外線ビームライ
ンの建設準備や新しい軟Ｘ線サブグループの結成な
ど、SPring-8の高輝度性を軸に着実に進展している
ようである。先行ビームラインBL25SUも、当初予
定より共同利用開始が遅れたが、今回のポスター発
表では、他のビームラインと比べ、それを感じさせ
ない。これもひとえにこのビームラインの建設を引
っ張ってきたO大学S研究室のスタッフ、院生、そ
してOBの方々の並々ならぬご努力の賜物であると
感じた。実際、彼らの惜しみない助力がなければ、
普段BL25SUの装置に触れていない私が、多くの新
人を教育してもらいながら、短期間で実験をこなし、
その成果をシンポジウムで報告することも、この報
告を書くこともなかった。もちろん、SPring-8を支
えている他の方々のおかげであることは言うまでも
ない。誌面を借りて感謝の言葉を伝えたい。
みなさま、どうもありがとうございました。
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